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市史編さんの完了と

文書館の設立

1 市史編さんの概要

平成9年度の市制施行90周年記念事業のひ



とつとして、平成元年に『松本市史Jの編さ
んが開始された。昭和8年に2冊が刊行され

て以来の60年ぶりの事業であった。

平成元年3月に「松本市史編さん大綱」が

策定され、同年4月に市史編さん室(総務部

行政管理課)が設置された。以後、 9年度ま

で年次計画をたてて市史編さん事業が進めら

れた。元年度に編集のそれぞれの体制 ・組織

が整えられ、さっそく調査・研究がはじまっ

た。編集組織は、編纂委員会と編集委員会、

部門専門委員と協力員であった。

平成5年度から刊行が開始され、 9年度末

までに全5巻11冊が刊行された。

編さん事業は順調に進められ、平成10年3

月21日に「松本市史刊行完了記念式典」がお

こなわれ、そして、 3月31日に、市史編さん

室の業務が終了した。

2 編さんの留意点

9年間の編さん事業をすすめてきて、私が

つねに留意したことは、①新しい史料の調査

と研究、②旧役場文書の調査、整理、保存、

③市民に聞かれた市史編さん、 ④三つの制限

の厳守、の4点である。

①での史料調査は、文書史料の調査、聞き

取り調査、現地調査であった。文書史料の調

査は、所蔵者の家に伺い、編さんに必要と判

断した文書を写真撮影し、その写真を、所蔵

者ごとに整理・分類し、研究・執筆に役立て

た。その史料総点数は約7万点余となった。

②では、松本市では、 15の旧村があるが、

編さん事業開始時に、旧役場文書の保存状況

の調査を開始し、その整理作業に取りかかっ

た。旧役場文書は、各出張所に廃棄処理寸前

の状態で保管されていた。それらを各出張所

ごとに燥蒸を し、 各村ごとに 1点ずつ所定の

袋に詰め、 年代順にならべ、検索が可能なよ

うに台帳と史料カードを作成した。その15か

村の旧役場文書の総数は7万点余となった。

平成3年までにその整理作業を終了し、 5年

度からの市史の刊行におおいに役立てること

ができた。
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③としては、市民への情報の相互交換の場

として、「編さん室だよ りJを月 2回発行し
た (9年度末に222号で終了)。史料所蔵者を

中心に配布し、つねに編さん事業の現状を発

信し続けた。大勢の協力をあおがなければで

きない刊行事業であり、その事業のようすは、

多くの人々に知ってもらうことが必要である

と考えたからである。この「たより」のほか

に、諸報告書22冊(総計3300頁)を発行し、

市民に提供した。

④の三つの制限とは、時間(期限)、分量

(頁)、金額(予算)である。9年間で11冊刊

行という、議会や市史関係の諸委員会の総意

で決められた日程のなかで、調査、研究、執

筆、編集、刊行までの行程を、かぎられた予

算のなかで、そのつど立案しながら実施して

きた。また、 l冊1000頁平均というかぎられ

た頁を厳守するために、執筆者の協力を得な

がら、 鋭意編集をすすめた。

3 文書館設立にむけて

平成10年4月から、総務部行政管理課に、

あらたに「歴史文書係Jがおかれ、市史編さ
んの過程で調査、収集、整理された多くの史

料の保存と活用についての検討がはじめられ

た。また、編さんをとおιて、市民の聞に身
近な歴史を学習しようとする機運が高まって

もきていた。これらの成果をふまえ、貴重な

歴史的財産を、将来に向けて保存と活用を図

るとともに、市民の生涯学習と しての歴史研

究の場を確保し、啓発活動を推進していくた

めの施設として、文書館的施設の設立が市史

編さん事業開始当初から考えられていた。

文書館の新築は、市の財政状況からして不

可能であったため、既設施設の転用をはかる

こととなった。すでに、平成8年度の平成9

年2月に、文書館的施設の候補地としての既

設建物の転用を、市議会にはかつて了承され

た。平成9年度は、編さん事業をすすめると

ともに、文書館的施設のあり方、その改装 ・

運営等について検討と協議をかさね、改修工

事を一部実施した。
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平成10年度4月当初からの歴史文書係の業

務として、旧市史編さん室からの移転、設置

のための諸協議、史料の整理・保存と活用の

ための諸準備、市史の販売促進と販売事務、

史料目録・研究紀要等の編集と発行、資料調

査、講座・研修会の開催などが計画され、そ

の一部はすでに実施されてきている。

すでに8月までに、移転計画のもとに史料

や事務用品の搬出・搬入の作業をほぼ完了し

ており、あわせて、館の運営費について、具

体的に協議をすすめている。そして、この9

月に、市議会での条例案の審議をはかり、今年

度の10月1日に開館、業務開始の予定でいる。

文書館の内部施設として、事務研究室・研

究閲覧室・閲覧コーナー・写真撮影室・文書

庫・文献資料室・文書資料室・貴重文書室・

古文書室・写真資料室などが置かれる。

設立にむけて、課題もなおいくつかのこし

ているが、施設面での整備をさらにすすめ、

運営面での課題も検討しつつ、開館になんと

かこぎつけたいと考えている。

小松芳郎・前松本市史編さん室




